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要 旨 近年，病院内における薬剤師の立場は大きく変化しつつある．医療人としての存在価
値を高め，さらに医療の質の向上，臨床研究への参画などを推進していくため，さま

ざまな技術や知識を習得し，現場に反映させていくことが非常に重要な課題となっている．その
ため，国立病院機構で発刊された「病院薬剤師のためのスキルアップ×キャリアアップガイド」
に研究発表，論文投稿が一般目標として示されている．

臨床研究，論文作成を行うことで得られる想像力・計画実行力・考察力・プレゼンテーション
力などは日常業務においても有用となる．業務改善をするためには，業務の「見える化」は重要
であり，数値化することやそれをまとめて報告を行うことは必要となる．また，日常業務そのも
のが臨床研究となることもあり，自身の塩田賞受賞論文も業務報告による集積データの延長線上
にあった．

自身のキャリアアップにおいても有用であり研究発表，論文作成をしなければ取得できない資
格も存在するため，それがモチベーションになる場合がある．しかし，個人のスキルや力量頼り
のみではさまざまな課題に対応することは困難な場合が多く，組織として計画的に人材育成する
ことが強く求められている．モチベーションの維持のためにも職場からの理解や上司・同僚のサ
ポートが重要となるため，国立病院機構全体として体制を整えていく必要性を感じている．臨床
研究，論文作成は今後も医療従事者において重要な役割となり，そのスキルは日常業務にも還元
でき，臨床研究を行う力をつけることが医療の質の底上げにつながる．
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は じ め に

　近年，病院内における薬剤師の立場は大きく変化
しつつある．医療人としての存在価値を高め，さら
に医療の質の向上，臨床研究への参画などを推進し
ていくため，さまざまな技術や知識を習得し，現場

に反映させていくことが非常に重要な課題となって
いる．しかし，臨床研究は日常業務に上乗せして行
うため，負担を感じたり抵抗を示す方も多い．さら
に，論文作成には環境面での整備も必要であると考
えられる．そのため，今回は臨床研究，論文作成を
行うメリット，デメリットというタイトルで若手薬
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